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誤りを調べることができる．文を w1w2 · · ·wn とすると，その
生成確率は，
P (w1w2 · · ·wn) = P (w1)P (w2|w1) · · ·P (wn|w1w2 · · ·wn−1)
と表されるが，N グラムモデルの考え方を用いると，次のよう
になる．
P (w1w2 · · ·wn) =
n∏
i=1
P (wi|wi−N+1wi−N+2 · · ·wi−1)






















































算する．今，分割表記文字 wi−1wi を含む n 文字からなる入力
文を w1w2 · · ·wi−1wi · · ·wn とし，wi−1wi を復元した結果を x




P (wi−2wi−1wiwi+1) と P (wi−2xwi+1) の部分だけを求めれば
良い．
5.6 大小比較


































分割表記文字 正しく復元できた数 103968 104050
例文 復元できなかった数 93 11
分割表記文字 誤って復元した数 828 2646
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